
地

球

第
十
三
番

な
瓢
を
知
る
ほ
及
び
各
地
に
栽
培
盛
は
行
は
れ
徳
島
'

大
阪
､
東
京
等
の
各
府
僻
に
特
に
感
に
し
て
本
郡
産
も

埼
め
に
或
程
度
の
制
限
を
受
け
つ
J
あ
る
状
態
は
在
っ

た
0而

し
て
此
が
取
引
は

一
月
二
回
位
宛
郡
内
各
地
の
市

場
に
於
て
仲
買
人
の
手
に
ょ
つ
て
取
引
n
れ
る
か
ら
各

栽
培
者
は
掘
出
し
て
英
市
場
迄
運
搬
す
る
｡
又
時
に
よ

る
と
個
人
取
引
も
あ
る
が
多
-
は
典
同
取
引
で
あ
る
｡

今
年
よ
さ
郡
内
出
荷
聯
合
食
を
組
織
し
統
制
あ
る
筒
の

地
理
教
材
と
し
て
の
地
形
固

第
六
欲

望

二

五
六

出
荷
を
行
ふ
て
ゐ
る
｡

輸
注
は
多
-
列
車
輸
送
で
あ
る
が
京
都
大
阪
方
面
へ

は
自
動
車
違
法
多
-
'
荷
車
等
に
よ
る
79
の
も
あ
る
'

四
月
中
旬
の
省
の
最
盛
時
に
は
向
日
町
韓
は
山
と
積
ま

れ
た
笥
寵
は
一
大
偉
観
で
あ
る
｡

本
稿
を
草
す
る
に
曹
･Jl
材
料
蒐
集
其
他
の
優
を
輿

へ

ら
れ
し
乙
訓
郡
農
倉
及
経
過
聾
士
に
謹
ん
で
戚
謝
の
意

を
表
す
.

(
第
二
輯
)

三
､
北

信

千

個

川

近

傍

(固
版
第
八
坂
付
)

伊
要
地
卸

五
寓
牙

丁
地
形
固
'
中
野
'
飯
山
､
高
田
東
部
'
首
場
山
､
糸
之
山

酪
農

二
十
第
分

T
地
形
囲
､
高
H
｡
参
照

信

越

本

線

長

野

曙
の
次

ぎ

の

騨
豊
野
か
ら
､
飯
山
城

道
に
乗
-
番

へ
'
殆
ん
ど
本
線
に
並
走
し
て
葎
野
曙
に

到
る
ま
で
は
'
千
曲
川
を
越
え
て
下
高
井
郡
高
井
富
士

の
南
麓
か
ら
南
西
に
演
が
っ
て
ゐ
る
中
野
町
を
中
心
と

す
る
平
野
が
眺
め
ら
れ
る
が
'
浅
野
騨
か
ら
は
本
線
と

其
の
方
向
を
異
に
し
て
北
北
東
千
曲
川
の
流
路
に
沿
ふ

と
共
に
南
北
の
方
向
は
伸
び
た
下
高
井
郡
長
丘
村
の
丘

陵
に
依
っ
て
眼
界
は
狭
め
ら
れ
る
｡
蓮
騨
を
過
ぐ
れ
ば

再
び
中
野
平
野
の
北
に
連
.る
所
謂
静
問
卒
の
稀
廉
い
卒



野
が
眼
に
入
る
｡
千
曲
川
の
尭
側
は
高
井
富
士
､
城
搬

出
p
宅
簸
川
等
罪
熟
せ
る
山
岳
が
裾
と
以
い
て
ゐ
る
.

飯
山
腿
は
到
れ
ば
東
側
に
木
島
平
及
び
常
盤
卒
'
左
側

は
長
峰
の
丘
陵
を
隔
t
で
.
外
戚
-
大
円
卒
と
蛮

い
寧

野
が
眼
に
入
る
｡地
道
沿
線
中
敢
大
の
平
野
で
'
千
曲
川

も
受
光
大
孤
を
描
き
是
等
の
中
野
を
洞
ほ
し
=:H
産
上
多

大
の
恩
樺
を
典

へ
て

ゐ
る
｡
上
境
騨
か
ら
は
粛
々
北
に

漸
次
方
向
を
鼻

へ
五
〇
〇
米
内
外
の
基
地
の
千
曲
川
に

向
以
急
傾
斜
を
な
せ
る
崖
の
蔑
む
通
じ
僅
か
に
磯
逢
せ

る
千
曲
川
沿
岸
の
洪
積
地
'
沖
積
地
を
過
ぎ
て
新
潟
順

中
魚
沼
郡
宮
野
原
宰
入
る
の
で
あ
る
が
､
今
浅
野
輝
か

ら
宮
野
原
に
到
る
地
道
の
閣
側
然
か
も
信
越
団
塊
に
附

S
聾
え
で
屠
る
蹴
尾
山
(
一
三
八

一
米
三
).太
平
峰
(
I:

〇
二
二
米
､
黒
倉
(九
三
入
来
)
､
俳
ケ
峰

(
二

三
九

米
九
)
鍋
倉
山
(
l
二
八
八
米
人
)
､
三
方
岳

(
二

三

入
来
八
)
天
水
山
(
一
〇
九
〇
米
)
の
所
謂
踊
阿
山
脈
の

南
東
斜
面
に
就

い
て
頑
固
を
試
み
む
と
す
る
.
便
宜
上

浅
野
輝
か
ら
飯
山
騨
間
を
南
部
､
上
境
騨
攻
で
を
中
部

耳
野
原
攻
で
を
北
部
と
国
分
す
る
｡

地
形
と
地
質
構
造
｡

地
机
教
材
と
し
て
の
地
形
阿

先
づ
中
部
に
於
で
水
平
曲
線
を
追
跡
せ
む
は
､
(第

一

閲
参
照
)
大
島
及
び
常
盤
平
の
三
〇
〇
米
内
外
'
長
峰

丘
陵
の
約

一
〇
〇
米
の
急
坂
ほ
か
乙
ま
れ
上
面
四
〇
〇

米
内
外
の
平
坦
在
る
南
北
に
細
-
伸
び
た
丘
陵
'
外
様

及
び
太
田
相
姦
部
落
の
新
地
と
し
て
の
外
戚
1
太
田
卒

は
標
高
三
六
〇
米
内
外
を
示
し
'
次

5,､
で
固
唾

Lt
O
C

O
来
内
外
の
山
嶺
は
到
る
急
傾
斜
の
山
岳
の
部
が
隈
刺

さ
れ
る
｡
飴
か
79
是
等
の
境
は
下
墳
-
有
尾
'
上
境
-

酉
小
佐
原
､
横
川
-
山
口
の
略
平
行
せ
る
三
線
で
弧
状

を
な
し
て
ゐ
る
｡
(第
二
間
参
照
)
山
岳
部
殊
に
黒
岩
､

鷹
群
山
の
東
南
東

斜
面
､
長
峰
丘
陵
の
東
西
両
側
の
如

き
明
ら
か
な
断
層
崖
を
ホ
し
.
此
等
上
述
の
三
弧
状
断

暦
の
活
動
は
よ
ら
'
外
接
-
太
田
卒
の
地
溝
'
長
峰
丘

陵
の
地
盤
を
形
成
せ
る
階
段
断
層
で
あ
る
こ
と
が
明
示

ruれ
る
｡

此
等
三
傑
の
弧
状
断
層
は
中
部
の
み
に
止
ま
ら
ず
p

北
部
.
南
部
に
も
及
ん
で
ゐ
る
｡
北
部
に
於
い
て
横
川

か
ら
土
橋
.
硯
井
､
羽
焼
山
､
土
倉
､
柄
山
p
野
々
海
川

の
谷
.
月
立
山
の
北
側
'
中
修
川
を
歴
で
宮
野
原
ま
で

到
る
｡
大
磯
五
〇
〇
光
内
外
の
千
曲
川
沿
岸
に
於
け
る

監

五

五
七
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台
地
と
傾
斜
の
急
夜

山岳
と
ほ
之
を
境
と
し
て
霞
劃
さ

れ
る

｡
台
地
は
東
北
東
は
進
む
ほ
総
以
其
の
帽
を
減
ず

る
が

.
北
部
に
於
け
る
河
谷
の

一
般
方
向
は
千
曲
川
流

描価 組子る別に山野風 7)よ蛍糾天部中鰭近川仙千倍北

格
に
直
角
に
近

5,
の
ほ
野

々
梅
川
及
び
中
修
川
は
略

並
行
の
方
向
を
と
っ
て
ゐ

る
｡
之
は
断
簡
の
支
配
す

る
谷
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
.
閲
は
多
少
西
側
に

偏
す
る
が
地
形
上
か
ら
も

明
示
さ

れ
て

ゐ
る
戒
に

牛
ケ
骨
を
経
て
m
革
に
到

る
｡
之
か
ら

南
部
は
上
述

の
棟
に
地
形
上
か
ら
は
蝕

み
明
ら
か
で
は
覆

い
が
､

前
車
寺
､
境
樺
､
穴
田
､

道
光
寺
を
過
ぎ
て
鬼
坂
ま

で
逢
し
て
ゐ
る
｡

上
境
-

西
小
佐
原
断
層
は
､
南
は
飯
山
町
の
西
の
丘

陵

を
横
切

-
奈
良
韓
か
ら
北
畑
f
駒
立
p
茂
右
衛
門
新

地
孤
教
材
と
し
て
の
地
形
囲

田
.
奥
手
山
を
経
て
替
佐
に
及
ぶ
Q

下
境
-
有
尾
断
層
は
千
曲
川
断
層
と
も
栴
す
べ
き
も

の
で
北
は
略
千
曲
川
に
沿
以
.
宮
野
原
に
及
び
北
部
は

於
け
る
千
曲
川
流
路
に
直
角
の
方
向
を
取
る
河
谷
並
は

浸
蝕
の
他
の
部
は
遅
れ
て
ゐ
る
の
も
此
の
支
配
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
｡
南
は
飯
山
町
の
南
部
を
横
ぎ
-
大
久
保

を
経
て
運
は
到
る
｡
即
ち
平
坦
に
し
て
水
田
の
開
け
て

ゐ
る
静
間
卒
と
綬
傾
斜
地
の
境
に
曹
る
｡
蓬
に
到
-
叉

状
に
分
れ
.

一
は
下
高
井
郡
長
丘
村
壁
田
城
山
の
酉
麓

を
経
て
笠
倉
に
及
び
p

一
は
長
丘
柑
丘
陵
の
東
側
は
沿

以
南
下
す
る
｡
此
の
断
層
は
沖
積
暦
堆
積
の
直
ぐ
前
に

活
動
し
て
東
側
を
降
下
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
､
蓮
の

叉
状
分
岐
の
と
pJ
ろ
に
皆
･a
第
三
紀
の
上
部
暦
を
見
ら

れ
'
ま
た
城
山
は
分
布
す
る
第
三
紀
暦
よ
み
見
れ
ば
､

洪
積
静
の
堆
積
前
に
79
活
動
し
た
79
の
で
.
菌
-
中
部

の
外
様
-
太
田
平
か
ら
南
鬼
石
に
到
る
南
北
の
大
地
溝

を
形
成

し
た
も
の
で
あ
る
｡

次
ぎ
ほ
信
越
団
塊
に
沿
以
通
覧
せ
む
か

(第
三
同
参

盟
)｡南
部
に
あ
つ
て
は
浸
蝕
の
進
ん
だ
地
形
で
､
多
く

の
谷
と
尾
根
の
鈷
離
し
て
ゐ
る
の
が
見
ら
れ
る
が
､
入

監

妃

五
九



地

球

○
○
米
内
外
の
水
準
曲
線
は
到
み
､
急
に
曲
折

少
夜
-
然
か
も
傾
斜
の
厚
意
と
rJ
ろ
が
見
出
さ

れ
る
｡
則
ち
下
水
内
郡
永
田
村
郷
路
附
近
か
ら

斑
尾
牧
場
を
緒
で
同
郡
柳
原
村
瀬
之
脇
蓮
ま
で

連
怒
ら
.

1
0

00
米
内
外
の
水
平
曲
線
よ
-

密
ほ
を
-
斑
尾
山
.
太
平
峰
の
嶺
は
到
る

(
間

版
第
八
版
上
聞
参
照
)
｡是
れ
は
容
易
に
見
分
け

ら
れ
る
火
山
地
形
で
'
数
次
に
亘
る
熔
岩
の
噴

出
が
恩
は
れ
る
｡
傾
斜
控
を
と
こ
ろ
は
流
動
性

は
嵩
ん
だ
熔
岩
で
基
盤
を
被
覆
し
た
熔
岩
台
地

で
'
次

い
で
流
動
性
に
乏
し
い
熔
岩
を
噴
出
し

て
火
山
活
動
路
地
L
t
傾
斜
急
を
散
を
祝
し
た

も
の
で
あ
る
｡
中
部
に
於

い
て
も
同
様
の
地
形

は
朗
々
に
見
出
さ
れ
る
が
､
北
部
に
於

い
て
囲

境
の
南
北
両
側
に
つ
き
水
中
曲
線
の
相
違
か
ら

国
境
は
沿
う
て
著
し

い
地
肇
輿
動
の
起
っ
た
rJ

と
が

7
暦
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
｡
即
ち
天
水
山

第
十
三
懸

節

-
鍋
倉
山
及
び
下
噴
-
鍋
倉
山
断
層
に
依
っ
て

節
三
離
層
は
南
側
降
下
し
､
其
の
断
層
上
に
火

山
情
動
の
中
心
が
所
々
に
進
み
熔
岩
及
び
火
山
岩
厨
を

二三岸拳空蝉 ･二二仁一-草二

部 - の 部 北 傍 妃 JttLIEl千 倍 北

重
療
せ
し
め
た
も
の
で
.
差
分
浸
蝕
の
結
果
で
あ
る
.
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2

3
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崩
鶴

山削
り
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沢
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他
州
改
称

と
し
て
の
-=
形
圃

印

篭

天
水
山
-
鍋
倉
山
断

層
は
南
西
は
安
山
岩

の
噴
出
か
ら
辿
れ
ば

俳

ケ
峰
､
黒
倉
､
富

倉
を
経
て
'
析
黄
に

及
ん
で
ゐ
る
｡

以
上
四
修
の
弧
状

階
段
断
層
が
地
形
上

か
ら
も
推
測
さ
れ
る

が
殊
に
中
部

及
び
北

部
に
放
て
著
し

い
.

地
質

(第
四
園
参

照
)

天
水
山

-

鍋
倉
山

断
層
及
び
横
川
-
鬼

坂
断
層
の
西
側
.に
教

蓮
す
る
第
三
離
層
は

越
後
的
聞
置
域
に
於

け
る
79
の
ほ
連
-
､

晶
色
貫
岩

(
下
部
第

六

7



球

界
十
三
啓

三
紀
層
)
を
最
下
位
に
､
砂
嚢
貢
岩
の
厚
暦

(
中
部
節

三
紀
暦
).
次

い
で
.
砂
岩
'
貢
岩
p
産
衣
嚢
砂
岩
p
砂

質
貫
岩
､
磯
岩
凝
次
岩
等
の
宜
層
(上
部
第
三
紀
層
)
か

ら
成
-
.
褐
炭
暦
を
互
暦
の
下
部
と
中
部
に
挟
む
｡
余

暦
四
八
〇
〇
米
の
厚
n
ほ
達
し
.
下
位
暦
の
中
新
枕
か

ら
上
位
暦
の
鮮
新
枕
は
及
ぶ
｡
然
し
て
本
慣
域
で
は
信

越
団
塊
に
近
-
p
北
東
-
南
西
の
軸
と
す
る
背
斜
の
南

東
艶
を
を
し
て
ゐ
る
.
兼
側
は
第
三
紀
層
の
暗
渡
部
に

火
山
岩
塊

｡
磯

｡
砂

･
次
と
第
三
紀
層
の
崩
壊
物
h
=J安

へ
急
激
在
る
堆
積
に
依
る
嘗
期
洪
積
層
で
'

一
般
は
暦

理
著
し
-
は
明
瞭
で
な

い
｡
中
部
に
あ
っ
て
は

1
日
面

積
せ
る
薯
期
洪
積
層
は
'
第
二
次
の
横
川
-
山
口
断
層

活
動
の
際
之
に
略
直
角
の
方
向
を
と
る
有
尾
-
袴
岳
､

下
境
-
棚
ケ
峰
断
層
及
び
上
境
-
替
佐
断
層
の
活
動
を

件
S
p

外
様
-
太
田
卒
在
る
小
盆
地
を
形
成
し
､
磯

･

砂

｡
粘
土
等
の
互
暦
か
ら
在
る
新
期
洪
積
層
を
堆
積
し

た
○上

境
-
巷
佐
断
層
に
依
む
南
部
に
於
で
は
'
薗
期
洪

稀
の
降
下
せ
る
郵
即
ち
静
間
平
は
新
期
洪
積
層
を
堆
積

し
ね
｡
次
で
宮
野
原
か
ら
蓮
に
到
る
所
謂
千
曲
川
断
層

.■l
1

第
六
幼

監

八

六
二

に
よ
み
商
部
の
新
期
洪
積
層
及
び
中
部
の
儀
親
洪
積
層

の
降
下
せ
る
部
に
下
位
に
魂
を
上
位
に
砂
士
を
堆
積
し

た
｡
木
島
.
及
び
骨
盤
平
は
即
ち
之
で
あ
る
｡

天
水
山
-
鍋
倉
山
断
層
に
沿
以
火
山
活
動
を
返
し
-

せ
る
は
前
述
の
迫
･ctで
あ
る
が

p
之
と
下
頃
-
鍋
倉
山

断
暦
の
交
鋸
期
即
ち
鍋
倉
山
は
就
中
活
動
が
旺
盛
で
あ

つ
ね
も
の
で
あ
る
｡
斑
尾
山
.
太
平
峰
の
如
き
は
第
三

紀
層
の
背
斜
軸
に
泊
ふ
崩
線
か
ら
複
輝
石
安

山
岩
を
数

回
に
宜
わ
噴
出
せ
し
め
､
硫
黄
か
ら
天
水
山
に
到
る
攻

で
は
複
輝
石
安
山
岩
を
或
は
輝
石
安
山
岩
を
第

一
に
噴

出
せ
し
め
次
ぎ
に
凝
輝
石
安
山
岩
の
噴
出
に
終
は
る
岩

壁
分
化
の
著
し

い
も
の
79
あ
っ
て
､
鼎
岩
の
如
き
は
其

の
例
で
あ
る
｡
然
し
て
中
部
は
於
で
は
新
嘗
洪
積
層
堆

積
前
に
活
動
せ
る
横
川
～
鬼
石
断
層
及
び
下
境
-
棚
ケ

峰
断
暦
等
の
活
動
に
よ
-
形
成
せ
ら
れ
カ
断
層
崖
に
は

繋
山
岩
磯
及
第
三
紀
層
の
崩
壊
物
か
ら
在
る
崩
壊
暦
を

以
て
第
三
紀
層
を
被
覆
し
て
ゐ
て
､
基
盤
等
三
紀
暦
の

露
頭
は
朗
々
は
鮎
在
す
る
の
み
で
あ
る
.

以
上
大
鱒
の
階
段
断
層
地
形
及
び
地
質
は
就

い
て
述

べ
カ
が
局
部
的
の
地
形
は
就

い
て

1
二
述
べ
て
見
や
う

A/ll.I_,-1･r--
1-1D.･--1
'--

,･--･1-
･-･･1･1-･-
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鍋
倉
山
附
近
熔
岩
台
地

(第

1
固
.
第
五

図

参

照

)

標
高

一
二
八

入
来
八
の
鍋
倉

山
は
､
地
形
間

の
示
す
過
多
ト

ロ
イ

デ
型

(
鍾

状
火
山
)

の
火

山
で
あ
る
が
此

の
兼
北
東
に
水

平
曲
線
を
辿
る

と
.
Ⅴ
車
型
.U>

著
し
-
密
に
在

っ
た
谷
が
見
ら

れ
る
｡

二
一〇

〇
米
内
外
か
ら

九
〇
〇
米
食
で

急
傾
斜
で
九
〇

〇
光
以
下
は
極

め
て
緩
傾
斜
の

地
が
東
南
嚢
胞

む盟 を地台岩熔妃附山倉鍋 りよ地の釆〇六六上の山坪村郷盟郡外高下

地
現
数
材
と
し
て
の
地
形
樹

罪
.
下
噴
万
両
ま
で
違
っ
て
ゐ
る
｡
此
の
経
傾
斜
の
地

も
精
し
-
水
平
曲
線
を
辿
る
と
七
七
〇
〇
氷
水
卒
曲
線

の
と
rJ
で
九
〇
米
に
及
ぶ
急
坂
が
見
ら
れ
.
次

5,で

l

四
〇
米
､
八
〇
米
.

一
六
〇
米
の
三
段
の
急
坂
を
鰻
で

千
曲
川
床
に
移
る
｡
是
等

四
段
の
階
段
状
地
が
見
ら
れ

附
近
の
地
形
と
著
し
-
趣
き
営
巣
ほ
し
で
ゐ
る
の
が
気

付
か
れ
る
で
あ
ら
う
｡
侍

精
査
す
る
と
急
坂
に
綬
傾
斜

地
の
移
る
と
rJ
ろ
に
小
池
が
鮎
在
し
て
ゐ
る
の
が
見
出

ru
れ
'
多
少
凹
地
を
覆
す
rJ
と
が
知
ら
れ
る
｡
是
は
容

易
に
熔
岩
流
の
数
次
に
豆
み
盗
流
せ
る
轟
が
想
像
n
れ

る
.
寛
際
鍋
倉
山
麓
尭
北
兼
の
谷
は
西
大
鰐
在
る
字
で

あ
る
が
p
爆
裂
火
口
で
あ
っ
て
'
之
か
ら
輝
石
安
山
岩

を
五
回
に
宜
-
池
井
､
上
境
'
下
境
方
南
に
向
つ
て
流

し
て
ゐ
る
0
両
も
此
の
近
傍
中
濃
も
溢
流
し
易

い
熔
岩

流
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

1
股
に
熔
岩
の
盗
流
す
る
や

初
め
は
高
温
の
蔑
め
流
れ
易
-
､
漸
次
火
口
を
遠
ざ
か

る
ほ
つ
れ
冷
却
し
て
流
れ
に
-
-
'
藩
に
熔
岩
鼎
は
膨

ら
み
末
端
に
近
い
衆
両
に
=]
朗
を
作
る
も
の
で
あ
っ
て

急
坂
の
と
こ
ろ
は
熔
岩
鼎
で
'
之
に
近
い
凹
所
は
雨
水

を
湛

へ
で
池
を
成
し
た
の
で
あ
る
O
此
の
様
を
熔
岩
統

監

九

六

三



地

畑

約
十
三
食

節
六
鶴

男

U

六
四

の
地
形
は
此
の
外
､

黒
岩
の
兼
川
渡
及
び
千
曲
川
を
越

え
て
下
同
罪
郡
に
も
朗
々
は
見
出
す
こ
と

が

出

来

る

が
.
熔
岩
の
上
を
火
山
岩
層
等
で
被
覆
し
､
ま
ね
は
溶

岩
流
の
固
域
狭
少
の
馬
め
'
地
形
園
で
は
多
少
困
難
で

あ
る
○

宮
野
原
附
近
河
鹿
段
丘

(第
三
国
､
囲
版
第
八
版
下

同
塵
照
)

苗
場
山
及
び
於
之
山
地
形
図
に
よ
鼻
音
野
原
附
近
の

千
曲
川
沿
岸
に
於
て
水
平
曲
線
を
注
意
す
る
と
､

一
見

鍋
倉
山
附
並
の
熔

岩台
地
は
似
た
上
両
が
極
め
て
平
坦

で
両
も
頗
区
域
に
亘
ら
数
段
の
階
段
地
が
見
ら
れ
て
.

浸
蝕
79
極
め
て
幼
年
期
の
地
形
が
眼
は
入
る
｡
下
高
井

郡
雪
埠
.
下
水
内
郡
今
泉
蓮
か
ら
東
方
は
分
布
し
て
水

平
曲
線
を
辿
る
と
二
二
〇
米
'
三
〇
〇
米
.
四
二
〇
米

五
〇
C
米
'
六
四
〇
米
と
五
段
許

み
の
階
段
地
を
見
出

n
れ
る
が
､
河
成
段
丘
で
嘗
-
河
床
で
あ
っ
た
朗
が
漸

次
河
身
の
回
春
に
よ
-
低
位
は
移
っ
た
蔑
め
'
河
床
の

遭
物
堅
不
は
し
た
79
の
で
､
現
在
の
千
曲
川
床
は
樺
甫

一
八
〇
米
を
算
し
第
六
回
日
の
河
鹿
で
あ
っ
て
著
し
く

梶
-
浸
蝕
し
沿
岸
甚
だ
し
き
峡
谷
を
覆
し
て
ゐ
る
事
も

ぅ
夜
づ
か
れ
る
｡
(

君
頓
)

伊

太

利

と

)
し

ろ

ぐ

(#
)瀧

規

?

〔
ゼ
ノ
ア
と

n
p
ン
バ
ス
〕

地
中
海
は
而
し
て
急
勾

配
の
斜
而
ほ
蔑
多
の
大
班
石
の
高
度
宮
殿
数
列
ね
で
ゐ

る
の
は
人
口
十
六
嵩
を
擁
す
る
大
都
骨
は
ゼ
ノ
ア
で
あ

る
｡
市
の
背
後
に
は
樹
木
替
蒼
せ
る
高

地
を
有
し
海
上

よ
カ
の
眺
望
は

G
enov
a
la
su
p
erb
a
｢
袴
の
ゼ
ノ
ア
｣

の
名
を
唇
か
し
め
ず

高
轟
の

1
角
か
ら
海
上
を
眺
め
地

中
海
に
憩
を
馳
せ
出
入
の
大
舶
5<TJ
見
る
時
貿
易
睦
の
股

感
肺
に
然
る
可
L
と
恩
は
し
め
る
｡
市
稗
は
曹
式
部
骨


